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平成 19 年３月期中間及び通期の業績予想（連結・個別）の修正並びに 

特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年 5 月 26 日に公表した平成 19 年 3 月期中間及び通期の

業績予想（連結・個別）の修正並びに特別損失の発生についてお知らせいたします。 

 

記 

 

１.平成 19 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日） 

                                                （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表数値     （Ａ） 

（平成 18 年 5 月 26 日発表） 
１４，４９５ ３８０ ２９０ 

今回修正予想     （Ｂ） １３，７４３ ９４ ３１ 

増減額    （Ｂ）－（Ａ） △７５２ △２８６ △２５９ 

増減率         （％） △５．２％ △７５．３％ △８９．３％ 

前期（平成 17 年 9 月中間）実績 １５，１６３ ８０ △９５３ 

 

２.平成 19 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 

                                                （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表数値     （Ａ） 

（平成 18 年 5 月 26 日発表） 
２８，５７０ ６１５ ４４０ 

今回修正予想     （Ｂ） ２７，３００ ３００ １８０ 

増減額    （Ｂ）－（Ａ） △１，２７０ △３１５ △２６０ 

増減率         （％） △４．４％ △５１．２％ △５９．１％ 

前期（平成 18 年 3 月期）実績 ２８，２３１ △２６７ △１，８５８ 

 

３.平成 19 年 3 月期中間個別業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日） 

                                                （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表数値     （Ａ） 

（平成 18 年 5 月 26 日発表） 
１２，６００ ３４５ ２７０ 

今回修正予想     （Ｂ） １２，１５７ １１７ １０ 

増減額    （Ｂ）－（Ａ） △４４３ △２２８ △２６０ 

増減率         （％） △３．５％ △６６．１％ △９６．３％ 

前期（平成 17 年 9 月中間）実績 １３，２７３ ５１ △９９１ 

 

 



４.平成 19 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

                                                （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表数値     （Ａ） 

（平成 18 年 5 月 26 日発表） 
２４，８３０ ５６０ ４００ 

今回修正予想     （Ｂ） ２４，１００ ３００ １５０ 

増減額    （Ｂ）－（Ａ） △７３０ △２６０ △２５０ 

増減率         （％） △２．９％ △４６．４％ △６２．５％ 

前期（平成 18 年 3 月期）実績 ２５，０７０ △１６８ △１，８２９ 

 

５.業績予想数値の修正理由 

当中間期の売上高につきましては、計画に対して約５．２％下回る見込みであります。主な要因と

致しましては、米国産牛肉の輸入量が僅少であり期待された全体への影響（牛肉の供給不足の改

善と価格の低下）がわずかにとどまったことがあげられます。また、依然として消費者の牛肉に対す

る不信感が払拭されておらず、加えて直近では社会全体の飲酒を控える風潮も当初の見込みより

減収となった要因であります。 

 経常利益および中間純利益については、商品の安全・安心とクオリティの改善を推進するとともに

業務システムの効率化によるコストの削減に努めてまいりましたが、売上高の減少および原材料費

の高騰分を吸収しきれなかったことがあげられます。さらに、減損処理、繰り延べ税金資産等の会計

処理見直しも要因の一つとなりました。 

また、当中間期の状況に鑑み、食材調達に関する環境が未だ厳しく、牛肉消費の本格的回復の

見通しが不確実でありますことから、当中間期業績予想の修正をベースに、通期についても業績予

想数値を修正いたします。 

 

６.特別損失の計上について 

   下記のとおり、特別損失が発生となります。 （各数値は百万円未満切捨） 

  （1）個別特別損失          

減損損失 ８０百万円 

固定資産除却損 ６０百万円 

関係会社株式評価損 ２２百万円 

（特別損失計） １億６４百万円 

 

 （2）連結特別損失 

減損損失 ８０百万円 

固定資産除却損 ６０百万円 

（特別損失計） １億４１百万円 

 

 

（注） 上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


